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改
訂
直
前
、消
費
税
法

ス
タ
ン
プ
実
施
商
店
会
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
法
が
改
定
さ
れ
る
。
消
費
税
と
、
ス
タ
ン
プ
・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
以
下
、
ス
タ
ン
プ
と
略
）
事
業
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
前
号
で
概
要
を
の
べ
た
が
、
一
部
訂
正
と
留
意
点
の
補
足
、
そ
し
て
「
消
費
税
改
訂
直
前
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」

を
ま
と
め
て
み
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹇
文
責
　(

有)

商
店
街
情
報
セ
ン
タ
ー
・
樋
口
泰
雄
﹈

【
１
】
課
税
事
業
者
に
な
る
か
ど
う
か
の
確
認
を

基
準
期
間
の
課
税
売
り
上
げ

１
千
万
円
超
は
課
税
事
業
者

　
４
月
か
ら
の
消
費
税
法
改
定
に
つ
い
て
、

ス
タ
ン
プ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
商
店
会

（
任
意
の
有
志
グ
ル
ー
プ
も
含
む
）
で
最
も

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
課
税

基
準
期
間
の
課
税
売
り
上
げ
が
１
０
０
０

万
円
超
か
ら
３
０
０
０
万
円
以
内
の
商
店

会
だ
ろ
う
。
従
来
は
免
税
事
業
者
だ
っ
た

が
、
４
月
以
降
は
課
税
事
業
者
と
な
り
、
そ

の
届
け
を
申
告
前
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
だ
。

　
注
意
す
べ
き
点
は
、
課
税
事
業
者
は
、
課

税
期
間
の
課
税
売
り
上
げ
が
１
０
０
０
万

円
以
下
で
も
、
消
費
税
の
納
税
が
義
務
づ

け
ら
れ
る
こ
と
。
逆
に
、
免
税
事
業
者
は
、

課
税
期
間
の
課
税
売
り
上
げ
が
１
０
０
０

万
円
超
で
も
、
納
税
は
不
要
と
な
る
。
課
税

基
準
期
間
と
課
税
期
間
は
表
１
の
通
り
。

　
な
お
、
今
回
の
消
費
税
法
改
定
で
、
簡
易

課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
事
業
者

は
、
課
税
売
り
上
げ
高
が
２
億
円
以
下
か

ら
５
０
０
０
万
円
以
下
に
な
る
が
、
ス
タ

ン
プ
の
場
合
、
事
業
区
分
が
第
五
種
事
業

（
サ
ー
ビ
ス
事
業
）
に
な
り
、
み
な
し
仕
入

れ
率
が
50
％
な
の
で
、
適
用
を
受
け
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り
な
い
。

表１　課税基準期間と課税期間

（1）決算月が３～12月までの場合

・課税基準期間　2002年決算月の翌月以降の１年間

　（３月決算なら、2002年4月～2003年3月、12月

　決算なら2003年１月～12月）

＊この期間の課税売り上げが1,000万円を超すと課

税事業者となる。

・課税期間　2004年決算月の翌月以降の１年間

　（３月決算なら、2004年4月～2005年3月、12月

　決算なら2005年１月～12月）

＊この期間の課税売り上げが 1,000万円以下でも、

課税事業者は消費税の申告・納税が義務づけられ

る。

（2）決算月が１月か２月の場合、

・課税基準期間　2003年決算月の翌月以降の１年間

　（２月決算なら、2003年3月～2004年2月）

・課税期間　2005年決算月の翌月以降の１年間

　（２月決算なら、2005年3月～2006年2月）
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１
・
課
税
売
り
上
げ
科
目

　
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
な
る
か
ど
う
か

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
課
税
売
り
上
げ
の
科
目

は
以
下
の
通
り
。

　
ス
タ
ン
プ
以
外
に
、福
引
券
や
広
告
収
入
な

ど
会
の
実
施
し
て
い
る
全
て
の
課
税
事
業
の

売
り
上
げ
が
対
象
と
な
る
の
で
、「
ス
タ
ン
プ

の
売
り
上
げ
は
１
０
０
０
万
円
以
下
だ
か
ら

課
税
事
業
者
で
は
な
い
」
と
言
い
切
れ
な
い
。

（
１
）
ス
タ
ン
プ
発
行

　
ま
ず
は
ス
タ
ン
プ
発
行
（
独
立
店
や
チ
ェ

ー
ン
店
が
自
店
や
支
店
で
発
行
す
る
場
合
は

課
税
売
り
上
げ
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
対
象

と
な
る
の
は
、
商
店
会
な
ど
異
な
る
事
業
者

同
士
で
取
引
す
る
場
合
）。

　
ス
タ
ン
プ
発
行
に
つ
い
て
は
、
発
行
時
に

全
額
を
売
り
上
げ
と
す
る
方
式
と
、
回
収
時

に
、
回
収
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
を
課
税
売
り
上

げ
に
計
上
す
る
方
式
、
そ
し
て
預
か
り
金
と

手
数
料
売
り
上
げ
に
分
け
、
手
数
料
と
未
回

収
ス
タ
ン
プ
の
み
を
課
税
売
り
上
げ
と
す
る

方
式
が
あ
る
。

　
＊
「
ス
タ
ン
プ
は
非
課
税
の
商
品
券
と
同

じ
で『
物
品
切
手
等
』に
該
当
す
る
の
で
、消

費
税
を
課
税
す
る
の
は
お
か
し
い
」
と
い
う

意
見
も
少
な
く
な
い
が
、
国
税
庁
は
「
ス
タ

ン
プ
は
物
品
切
手
に
該
当
し
な
い
」
と
い
う

指
導
を
し
て
い
る
。

・
発
行
時
全
額
課
税

　
多
い
の
は
烏
山
駅
前
通
り
振
組
な
ど
、
会

が
加
盟
店
に
発
行
す
る
際
、
全
額
に
課
税
す

る
方
式
。

　
烏
山
駅
前
通
り
振
組
で
は
、
ス
タ
ン
プ
５

０
０
０
枚
を
消
費
税
込
み
１
万
円
で
加
盟
店

に
発
行
し
て
い
る
。こ
の
場
合
、加
盟
店
は
、

本
体
価
格
９
５
２
４
円
、
仮
払
い
消
費
税
４

７
６
円
の
支
出
と
な
る
。
振
組
は
本
体
価
格

９
５
２
４
円
、
仮
受
け
消
費
税
４
７
６
円
の

収
入
と
な
る
。

・
回
収
時
全
額
課
税

　
会
が
「
ス
タ
ン
プ
発
行
額
全
額
を
預
か
り

金
処
理
」
し
て
い
る
場
合
は
、
加
盟
店
か
ら

ス
タ
ン
プ
を
回
収
し
た
時
点
で
課
税
売
り
上

げ
と
し
、
未
回
収
ス
タ
ン
プ
は
収
益
計
上
時

（
発
行
事
業
年
度
の
翌
期
首
か
ら
３
年
を
経

過
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
終
了
時
）
に

課
税
売
り
上
げ
と
す
る（
回
収
時
は
、「
単
に

預
か
り
金
が
除
去
さ
れ
た
だ
け
な
の
で
不
課

税
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
）。

　
こ
の
場
合
（
会
が
加
盟
店
へ
の
発
行
額
を

預
か
り
金
と
し
た
場
合
）で
も
、加
盟
店
は
、

「
預
け
金
で
は
な
く
、
課
税
仕
入
れ
と
す
る
」

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　
こ
の
方
式
が
認
め
ら
れ
る
に
は
、
発
行
、

回
収
に
つ
い
て
年
度
別
管
理
を
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
現
実
の
問
題
と
し
て
、
回
収

さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
１
枚
ご
と
の
発
行
年
度
を

把
握
す
る
の
は
難
し
い
が
、
過
去
４
年
度
分

の
平
均
回
収
率
を
も
と
に
４
年
前
発
行
分
の

未
回
収
分
を
計
算
す
る
な
ど
の
方
法
で
も
認

め
ら
れ
る
よ
う
だ
。

・
手
数
料
と
未
回
収
分
の
み
課
税

　
ス
タ
ン
プ
発
行
額
を
手
数
料
と
預
か
り
金

に
分
け
、
手
数
料
の
み
を
課
税
売
り
上
げ
と

【
２
】
課
税
売
り
上
げ
と
課
税
仕
入
　（
表
２
参
照
）

［売り上げ科目］

スタンプ売り上げ＊

福引券収入

宣伝広告収入

手数料収入

一般賦課金収入

教育情報賦課金収入

旅行会費収入

加入金収入

補助金収入

会員から受け取る償還負担金収入

共同施設維持管理賦課金収入＊

受取利息

寄付

［仕入れ科目］

加盟店回収スタンプ＊

預金回収スタンプ＊

イベント回収スタンプ＊

宣伝広告費

イベント費

建設業者への共同施設建設代金支払

共同施設借入金返済

共同施設管理費

減価償却費

人件費（通勤費除く）

旅費・交通費

会議費（会場費資料代）

事務所家賃

地代＆居住用家賃

交際費（祝金香典餞別以外）

交際費（祝金 .香典.餞別）

寄付金（金銭）

関係団体負担金

保険料

支払利息

表２　勘定科目ごとの消費税課税の有無

課税

課税

課税

課税

不課税

課税

課税

不課税

不課税

不課税

課税

非課税

不課税

課税

非課税

非課税

課税

課税

課税

不課税

課税

不課税

不課税

課税

課税

課税

非課税

課税

不課税

不課税

不課税

非課税

非課税
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す
る
方
式
。
こ
の
場
合
の
預
か
り
金
は
、
消

費
者
が
使
え
る
分
（
加
盟
店
で
の
買
い
物
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
等
）
で
、
一
定
期
間
後
に
未

回
収
の
分
は
課
税
売
り
上
げ
と
す
る（
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、「
一
定
期
間
後
の
未
回
収

分
は
、
債
務
免
除
益
＝
不
課
税
と
す
る
」
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
）。
法
人
税
に
つ
い
て

は
、
こ
の
分
は
収
益
と
し
て
計
上
す
る
。

発
行
し
た
ス
タ
ン
プ
の
年
度
別
管
理
を
必
要

と
す
る
点
は
回
収
時
全
額
課
税
と
同
じ
。

　
例
は
少
な
い
が
、
北
海
道
、
広
島
県
な
ど

で
は
、
こ
の
方
式
で
何
年
も
継
続
し
て
申

告
・
受
理
さ
れ
て
い
る
会
が
あ
る
。

（
２
）
賦
課
金

　
一
般
賦
課
金
は
不
課
税

　
会
運
営
の
た
め
、
経
常
的
に
要
す
る
費
用

を
会
員
に
分
担
さ
せ
る
よ
う
な
一
般
賦
課
金

（
会
費
）
は
、「
会
員
に
そ
の
旨
、
通
知
す
る
」

こ
と
を
前
提
に
不
課
税
と
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
視
察
や
研
修
、
街
路
灯
電
気
代
な

ど
の
収
入
は
、「
賦
課
金
」
と
名
付
け
て
も
、

「
対
価
を
伴
う
売
り
上
げ
」と
し
て
、課
税
売

り
上
げ
と
さ
れ
る
。

（
３
）
そ
の
他
の
課
税
売
り
上
げ

　
ス
タ
ン
プ
以
外
の
課
税
売
り
上
げ
と
し
て
は
、

福
引
券
の
売
り
上
げ
、
広
告
、
加
盟
店
か
ら

徴
収
す
る
電
気
代
、
対
価
性
の
あ
る
協
賛
金

（
装
飾
な
ど
）
や
手
数
料
収
入
、
事
業
用
家
賃

収
入
な
ど
は
、
課
税
売
り
上
げ
と
な
る
。

（
４
）補
助
金
、
受
取
利
息
等
は
課
税
対
象
外

　
行
政
等
か
ら
の
補
助
金
、
補
助
金
返
済
の

た
め
の
会
員
負
担
分
、
居
住
用
家
賃
収
入
、

商
品
券
売
り
上
げ
な
ど
は
、
課
税
対
象
外
。

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
込
み
と
す
る

こ
と
も
可
能
だ
が
、
そ
の
場
合
、
還
付
は
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
　

　２
・
課
税
仕
入
れ
科
目
　

（
１
）
ス
タ
ン
プ
回
収

・
預
金
＆
イ
ベ
ン
ト
回
収
は
課
税
仕
入
れ
に

な
ら
ず
！

　
加
盟
店
が
顧
客
か
ら
回
収
し
た
ス
タ
ン
プ

を
会
で
換
金
す
る
と
、
会
に
と
っ
て
は
課
税

仕
入
れ
と
な
る
。た
だ
、預
金
や
イ
ベ
ン
ト
、

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
常
時
交
換
回
収
は
課
税
取

引
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
常
時
交
換
は
会
が

業
者
に
支
払
う
経
費
の
中
に
消
費
税
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
が
課
税
仕
入
れ
と

な
る
。

（
２
）
そ
の
他
の
課
税
仕
入
れ
　

　
こ
の
ほ
か
課
税
仕
入
れ
と
さ
れ
る
の
は
、

宣
伝
装
飾
、
景
品
、
印
刷
、
消
耗
品
、
交
通
、

通
信
な
ど
消
費
税
を
払
っ
た
経
費
。

（
３
）
給
与
、
賦
課
金
、
地
代
等
は
対
象
外

　
給
与
、
団
体
の
賦
課
金
、
寄
付
な
ど
は
不

課
税
、
地
代
・
居
住
用
家
賃
な
ど
は
、
非
課

税
と
し
て
共
に
消
費
税
が
課
税
さ
れ
な
い
の

で
、
課
税
仕
入
れ
に
は
な
ら
な
い
。

＊
不
課
税
取
引
と
非
課
税
取
引

　
共
に
消
費
税
の
対
象
と
な
ら
な
い
取
引
。

　
不
課
税
取
引
は
、「
消
費
税
の
取
り
扱
い

上
、
最
初
か
ら
課
税
取
引
の
枠
か
ら
は
ず
れ

る
取
引（
対
象
外
取
引
）。国
外
取
引
や
団
体

の
一
般
賦
課
金
、
給
与
の
支
払
い
、
生
活
用

の
資
産
譲
渡
、補
償
金
・
損
害
賠
償
金
な
ど
。

　
非
課
税
取
引
は
、
取
引
の
性
格
か
ら
消
費

税
課
税
に
な
じ
ま
な
い
も
の
や
社
会
政
策
的
な

配
慮
か
ら
課
税
さ
れ
な
い
取
引
。
土
地
の
譲

渡
・
貸
し
付
け
、
住
居
の
賃
貸
、
社
会
保
険
医

療
、
一
定
の
学
校
の
授
業
料
・
入
学
料
ほ
か
。

　
物
品
切
手
・
商
品
券
な
ど
の
譲
渡
、家
賃
、

保
険
料
、
支
払
い
利
息
、
関
係
団
体
負
担
金

な
ど
。

【
３
】
納
税
額

発
行
額
の
１
％
以
下
の
会
が
大
半

加
盟
店
の
仮
払
い
分
は
殆
ど
相
殺

　
消
費
税
納
税
額
は
、
課
税
売
り
上
げ
か
ら

課
税
仕
入
れ
を
引
い
た
額
の
５
％
（
仮
受
け

消
費
税
引
く
仮
払
い
消
費
税
）。

　
会
が
ス
タ
ン
プ
発
行
額
の
５
％
を
納
税
す

る
と
い
う
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
こ
れ
は
、
回

収
ス
タ
ン
プ
、
イ
ベ
ン
ト
、
宣
伝
な
ど
の
課

税
仕
入
れ
が
あ
る
た
め
で
、
課
税
事
業
者
で

も
発
行
額
の
１
％
以
下
が
大
半
。
１
０
０
％

の
回
収
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
宣
伝
、
印
刷

な
ど
の
経
費
が
手
数
料
分
と
同
額
あ
れ
ば
、

納
税
額
は
０
と
な
る
し
、
回
収
と
そ
の
他
の

経
費
が
課
税
売
り
上
げ
を
上
回
れ
ば
、
還
付

さ
れ
る
。

　
加
盟
店
の
場
合
は
、
ス
タ
ン
プ
購
入
の
際

に
払
っ
た
消
費
税
の
殆
ど
が
、
顧
客
か
ら
預

か
っ
た
消
費
税
で
相
殺
さ
れ
る
。
し
か
も
ス

スタンプ会ではイベントや常時交換を活発に
実施しているが、スタンプシールやポイント
の回収は課税仕入れとならない
 （写真は経堂振組商のスタンプ説明チラシ）
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業
者
に
な
り
そ
う
な
会
は
、
税
理
士
や
税
務

署
に
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
３
月
の
ス
タ
研
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
さ

れ
た
、
大
阪
市
淀
川
区
十
三
の
「
ど
ん
と
こ

【
４
】
留
意
点

タ
ン
プ
回
収
の
多
い
店
は
ス
タ
ン
プ
換
金
の

際
、
消
費
税
が
戻
っ
て
く
る
の
で
、
受
け
取

る
消
費
税
の
ほ
う
が
多
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。

　
商
店
会
は
、
任
意
団
体
で
も
み
な
し
法
人

と
さ
れ
、
決
算
を
申
告
す
る
の
が
原
則
。

　
申
告
し
て
い
な
か
っ
た
会
が
あ
る
と
す
る

と
、
任
意
団
体
で
も
、
今
後
は
税
務
署
か
ら

申
告
指
導
が
お
こ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　
現
時
点
で
は
当
局
の
調
査
が
入
る
可
能
性

は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
消
費
税
が
増
税

さ
れ
、
国
の
財
政
が
よ
り
厳
し
く
な
っ
た
場

合
は
、
シ
ビ
ア
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
。
新
潟
県
の
あ
る
任
意
の

ス
タ
ン
プ
会
で
は
、
昨
年
末
に
税
務
当
局
か

ら
調
査
が
入
っ
て
い
る
。

　
そ
の
場
合
、
過
去
の
収
支
、
特
に
未
回
収

ス
タ
ン
プ
の
取
扱
い
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
よ

う
だ
。

　
ま
た
、
今
後
は
新
た
に
チ
ェ
ー
ン
や
飲

食
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
加
盟
を
増
や
さ
な
い
と

加
盟
店
が
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
未
回

収
ス
タ
ン
プ
の
対
応
策
は
し
っ
か
り
と
っ
て

お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
今
後
５
〜
10
年
程
度
の
発
行
・
回
収
の
予

測
を
し
て
、
収
支
計
画
を
作
成
し
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
。

　４
・
税
込
進
呈
か
税
抜
き
か
の
明
確
化

　
ス
タ
ン
プ
会
と
し
て
、
進
呈
単
位
に
つ
い

て
消
費
税
込
み
か
本
体
価
格
か
を
統
一
し
て

お
き
、
加
盟
店
・
消
費
者
に
そ
の
旨
、
明
示

す
る
。

　
例
え
ば
、「
１
０
０
円
買
い
上
げ
に
ス
タ

ン
プ
１
枚
進
呈
」と
い
う
場
合
、「
消
費
税
込

い
ス
タ
ン
プ
会
」
代
表
の
岡
野
氏
は
、

「
申
告
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
抜
か
し
て
お
い
て
、
資
料
を
持
参

し
、
税
務
署
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

記
入
す
る
」
と
い
う
。

　
今
後
、
消
費
税
率
が
上
が
る
に
従

い
、
税
務
署
の
チ
ェ
ッ
ク
も
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
、

公
共
的
な
存
在
で
も
あ
る
商
店
会
は
、

経
理
を
明
確
化
し
、
決
算
の
申
告
は
き

ち
ん
と
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　「
申
告
し
た
こ
と
は
な
く
、
未
回
収

分
な
ど
が
多
い
の
で
心
配
」
と
い
う
会

が
仮
に
あ
っ
た
ら
、
税
理
士
な
ど
と
よ

く
相
談
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
お
く

べ
き
だ
。

　３
・
収
支
の
明
確
化
と
未
回
収
対
策

税務署の調査票

１
・「
課
税
売
上
高
」
調
査
へ
の
記
入

　
決
算
月
が
１
〜
３
月
の
商
店
会
や
商
店
な

ど
の
事
業
所
に
は
、「
消
費
税
課
税
売
上
高

の
お
尋
ね
」
と
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出

書
」
と
い
う
文
書
（
左
写
真
）
が
所
轄
の
税

務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
こ
の
書
類
に
記
入
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
、
税

務
署
は
、
課
税
事
業
者
か
ど
う
か
を
把
握
す

る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
表
に
基
準
期
間
の
売
り
上
げ
を

記
入
す
る
際
、
ス
タ
ン
プ
発
行
額
を
預
か
り

金
と
手
数
料
に
分
け
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を

記
入
し
て
お
く
べ
き
だ
。

２
・
税
理
士
や
税
務
署
に
確
認
を

　
今
回
の
消
費
税
法
改
定
に
よ
り
、
課
税
事

３月 11日のスタ研全体会でゲスト参加
した大阪市どんとこいスタンプ会の岡野
代表は「消費税は、消費者に二重課税し、
中小商業の活力を奪う悪税」と力説した



み
の
１
０
０
円
」な
の
か
、「
本
体
価
格
１
０

０
円
」
な
の
か
を
明
示
す
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
会
で
は
「
本
体
価
格
分
に

ス
タ
ン
プ
進
呈
」
で
あ
っ
て
も
、
加
盟
店
が

「
税
込
み
価
格
で
進
呈
」
と
い
っ
た
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
の
は
自
由
と
す
る
（
例
え

ば
、
本
体
価
格
96
円
の
商
品
の
場
合
、
会
の

進
呈
単
位
に
よ
れ
ば
０
枚
、
独
自
サ
ー
ビ
ス

の
加
盟
店
で
は
１
枚
進
呈
と
な
る
）。

５
・
請
求
書
・
領
収
書
へ
の
記
載
　

　
課
税
事
業
者
と
な
る
会
は
、
ス
タ
ン
プ
の

発
行
時
に
出
す
請
求
書
・
領
収
書
の
内
訳
に

消
費
税
額
を
記
載
す
る
こ
と
が
ベ
タ
ー
だ
ろ

う
（
消
費
税
法
上
は
、
総
額
表
示
の
み
で
よ

く
税
額
記
載
は
義
務
で
は
な
い
が
）。

６
・
ス
タ
ン
プ
の
魅
力
を
高
め
る
工
夫

　
・
努
力

　
消
費
税
改
訂
に
よ
る
各
種
手
続
き
、事
務

処
理
の
対
策
は
大
事
だ
。

　
一
方
、
そ
れ
以
上
に
大
事
な
の
は
、
個
店

の
活
用
促
進
、
環
境
・
福
祉
・
教
育
面
で
ス

タ
ン
プ
を
使
っ
た
地
域
貢
献
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
な
ど
に
努
め
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
チ
ェ
ー
ン
店
を
含

め
た
未
加
盟
店
の
組
織
化
を
促
進
す
る
こ
と

な
ど
で
は
な
い
か
。

・加盟店のスタンプ　　　　　　　　２円
　購入単価消費税込
　（うち消費者還元分　　　　　　 1.44円
　　消費者が買い物などで使える分）
　（うち会手数料　　　　　　　　　0.56円）
・消費者への進呈単位　　　　　　105円（税込）
・満貼台紙の消費者利用額　350枚500円（税込）
・スタンプ有効期間　無期限
・スタンプ発行額　　　　　　1,500万円（税込）
・過去４年間回収率　　　　　　毎年90％
　＊回収率は、回収枚数割る発行枚数で計算　
・事務局があり、給与費は240万円

改
訂
消
費
税
法
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

＜収入＞　(a)+(b)　2,300万円

(a)消費税課税売上（税込み）　　　　　　1,800万円
・スタンプ発行額（税込）　　　　　　　 1,500万円
・未回収スタンプ収益計上（税込）　　　　　100万円
・福引券などその他の課税売上（税込）　　　200万円
　＊仮受け消費税　857,142円

(b)消費税不課税・非課税売上　　　　　　　500万円
・一般賦課金その他　　　　　　　　　　　500万円

＜支出＞　(a)+(b)　2,300万円
(a)消費税課税仕入れ　　　　　　　　　 1,561.5万円
・スタンプ加盟店回収額（税込）　　　　　661.5万円
（総回収額945万円のうち70％）
・イベント経費（税込）　　　　　　　　　　300万円
・宣伝広告費（税込）　　　　　　　　　　　300万円
・その他の課税仕入れ（税込）　　　　　　　300万円
　＊仮払い消費税　743,571円

(b)消費税不課税・非課税仕入れ　　　　　538.5万円
・スタンプイベント回収　　　　　　　　　189万円
（回収額のうち 20％）（常時交換分の回収含む）
・スタンプ預金回収　　　　　　　　　　　94.5万円
（回収額のうち 10％）
・給与費　　　　　　　　　　　　　　　　240万円
・その他　　　　　　　　　　　　　　　　　15万円

＜消費税納税額＞　113,571円

　仮受け消費税―仮払い消費税＝113,571円
　この場合、総収入額2,300万円のうち、0.5％
　課税売り上げ1,800万円の0.6％

ケース１
全額課税売り上げで発行時課税全額課税売り上げで発行時課税全額課税売り上げで発行時課税全額課税売り上げで発行時課税全額課税売り上げで発行時課税
（（（（（0404040404 年年年年年 44444 月から課税事業者）月から課税事業者）月から課税事業者）月から課税事業者）月から課税事業者）

３ケースとも以下の条件を共通とする
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スタンプ進呈基準は、消費税込みか別かを台紙などに明示し
ておくことも必要だろう（写真は中里通り振組の台紙）



　発行時は全額預かり金で、回収時に課税売り上げ
とする方式。
　加盟店は発行時に預け金ではなく、販売促進費な
どで、課税仕入れとすることができるようだ。
　しかし、課税売り上げの時期が変わるだけで、［ケ
ース１］とそれほど変わりはないように思われる。
［ケース１］と同じ発行額なら課税事業者であること
に変わりはない。納税額も同じ。かえって、事務処
理が煩雑になるだけと思われる。

ケース２
発行額は全額預かり金発行額は全額預かり金発行額は全額預かり金発行額は全額預かり金発行額は全額預かり金、、、、、回収時に課税売り回収時に課税売り回収時に課税売り回収時に課税売り回収時に課税売り
上げ上げ上げ上げ上げ（（（（（0404040404 年年年年年 44444 月から課税事業者）月から課税事業者）月から課税事業者）月から課税事業者）月から課税事業者）

　発行額を、消費者が買い物などに使える預かり金
と会の運営費などに使う手数料に分ける。預かり金
のうち回収された分は返済分とし、課税売り上げと
はしない。その分だけ仮払いする消費税が少なくな
る。同じ発行額、ほぼ同じ経理内容の［ケース１］と
比べ、消費税納税額が少ない。この点が［ケース２］
と大きく違う。５年目になっても回収されない分は
課税売り上げとする。　
　手数料は課税売り上げとする。この場合は手数料
とその他の課税売り上げの合計が1,000万円を超えな
い限り免税事業者のまま。
　この方式については、税理士でも見解が分かれて
おり、認められる場合と認められない場合があるよ
うだ。
　スタンプ発行額のうち、手数料のみを課税売り上
げとする申告が長年、継続して認められている（税
務署が申告について修正指導をしていない）事例は
北海道や広島県にある。

スタンプ発行額（税込）　　　　　　　　1,500万円
　＜預かり金＞1,050万円（税込）
　スタンプ発行額から手数料を引いた額

＜収入＞　(a)+(b)　　1,250万円

(a)消費税課税売上（税込み）　　　　　　 　750万円
・スタンプ手数料売上　　　　　　　　 　450万円
・未回収スタンプ収益計上（税込）　　　　100万円

◆お詫びと訂正

　本紙前号「消費税」記事で誤りがありまし

た。お詫びして、訂正させていただきます。

［訂正点］

・１ページ　大見出し横の前文４行目下部の

「消費者が使える分」は「手数料」の誤り

・４ページ　４段目見出し含め９行目の「60

円」は、「60万円」

・５ページ　「シミュレーション」左側上から

４行目、同課税対象売り上げ高「18,000,000

円」は、「15,000,000円」
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ケース３
発行額を手数料と預かり金に分け、発行額を手数料と預かり金に分け、発行額を手数料と預かり金に分け、発行額を手数料と預かり金に分け、発行額を手数料と預かり金に分け、発行発行発行発行発行
時は手数料のみ課税売り上げ時は手数料のみ課税売り上げ時は手数料のみ課税売り上げ時は手数料のみ課税売り上げ時は手数料のみ課税売り上げ
（（（（（0404040404 年年年年年 44444 月現在、月現在、月現在、月現在、月現在、免税事業者）免税事業者）免税事業者）免税事業者）免税事業者）

・福引券などその他の課税売上（税込）　　200万円
　＊仮受け消費税　357,142円

(b)消費税不課税・非課税売上　　　　　　500万円
・一般賦課金その他　　　　　　　　　　500万円

＊免税事業者でも、消費税込みの価格で販売できる。

＜支出＞　(a)+(b)　　1,155万円

(a)消費税課税仕入れ（税込）　　　　　　　900万円
・イベント経費（税込）　　　　　　　　　300万円
・宣伝広告費（税込）　　　　　　　　　　300万円
・その他の課税仕入れ（税込）　　　　　　300万円
　＊仮払い消費税　428,571円

(b)消費税不課税・非課税仕入れ　　　　　255万円
・給与費　　　　　　　　　　　　　　　240万円
・その他　　　　　　　　　　　　　　　　15万円

＜消費税納税額＞　71,429円

　免税事業者だがこのケースの場合、仮受け消費税
から仮払い消費税を引いた額、71,429円を納めてい
る。これは、免税事業者でも各種経費の消費税は仮
払いする必要があり、その額のほうが仮受け消費税
より多いためだ。

消費税込売り上げから消費税を計算する方法

　消費税＝消費税込売上×5÷105



ス
タ
ン
プ
発
行
未
回
収
分
は
、預
か
り
金
処
理
で
正
確
な
経
理
を

講
演
（
抜
粋
）

税
理
士
　
貞
光
節
生

昨
年
８
月
の
全
体
会
で
、
ス
タ
ン
プ
事
業
等
に
詳
し
い
貞
光
節
生
税
理
士
を
招
き
、
ス
タ
ン
プ
に
関
す
る
税
制
問
題
全
般
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
前
号
で
は
、
消
費

税
に
つ
い
て
貞
光
氏
の
見
解
を
ス
タ
研
で
の
講
演
か
ら
紹
介
し
た
が
、
本
号
で
は
未
回
収
ス
タ
ン
プ
（
ポ
イ
ン
ト
）
の
処
理
方
法
等
に
つ
い
て
の
同
氏
の
見
解
を
紹
介
す
る
。

　
会
計
の
目
的
は
経
営
成
績
監
視

　
と
決
算
時
の
財
政
状
態
明
示

　
会
計
と
い
う
の
は
税
金
を
計
算
す
る
た
め

に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
経
営
成
績
を
し
っ

か
り
監
視
す
る
こ
と
と
決
算
時
点
に
お
け
る

財
政
状
態
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
主
な
目
的

で
あ
る
。
他
に
も
用
途
は
あ
る
が
、
こ
の
２

つ
が
あ
れ
ば
内
部
管
理
に
使
う
こ
と
も
で
き

る
し
、
外
部
へ
の
財
務
指
標
と
し
て
も
使
え

る
。

　
と
こ
ろ
が
法
人
税
昭
和
55
年
通
達
が
出

て
、
多
く
の
商
品
券
発
行
組
合
や
ス
タ
ン
プ

会
が
経
理
の
様
式
を
こ
の
通
達
の
考
え
方
に

合
わ
せ
た
結
果
、
ス
タ
ン
プ
発
行
額
全
部
を

消
費
税
課
税
対
象
と
す
る
土
壌
を
作
り
、
さ

ら
に
、「
現
状
の
正
確
な
把
握
を
す
る
」と
い

う
経
理
本
来
の
目
的
を
無
意
味
な
も
の
に
し

て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
ま
で
、
多
く
の
事
業
者
は
発
行
し
た

商
品
券
は
預
か
り
金
と
し
て
負
債
に
計
上
し

て
い
た
が
、「
発
行
額
は
発
行
時
に
全
部
売

り
上
げ
に
し
な
さ
い
。
そ
の
代
わ
り
未
回
収

部
分
の
見
積
り
原
価
を
損
金
に
入
れ
て
い

い
」（
経
費
の
見
越
し
計
上
は
引
当
金
）と
い

う
こ
と
で
、
引
当
金
が
一
人
歩
き
を
始
め
た

（
未
回
収
分
に
回
収
引
当
金
と
い
っ
た
名
前

を
つ
け
て
、
例
え
ば
１
０
０
０
円
万
発
行
し

た
う
ち
の
８
０
０
万
円
が
回
収
さ
れ
る
と
、

原
価
率
８
割
、
残
り
２
割
２
０
０
万
円
を
引

当
金
繰
入
額
と
い
う
記
帳
に
し
た
）。

　
未
回
収
分
の
引
当
金
処
理
で

　
は
正
確
な
経
理
が
で
き
な
い

　
引
当
金
と
い
う
の
は
会
計
用
語
で
あ
り
税

法
用
語
で
も
あ
る
。
た
だ
、
税
法
用
語
と
し

て
引
当
金
を
使
う
時
に
は
、
あ
る
し
ば
り
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
引
当
金
を
決
算
書
上
、
損

金
計
上
（
引
当
金
繰
入
額
処
理
）
し
て
い
な

い
と
ダ
メ
と
い
う
こ
と
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
通
達
の
中
に
引
当
金
と

い
う
言
葉
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
発
行
額
を
益

金
に
入
れ
た
ら
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
見
積

原
価
を
損
金
に
入
れ
て
い
い
と
い
う
こ
と
だ

け
。
何
も
引
当
金
を
計
上
し
ろ
な
ど
と
要
求

し
て
い
な
い
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
昭
和
55
年
通
達
の
逐
条
解

説
に
は
「
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
（
発
行
額
の

預
か
り
金
計
上
）
も
合
理
性
が
あ
る
」
と
ま

で
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
大
半
の
会
が

預
か
り
金
計
上
を
や
め
、
引
当
金
計
上
に
し

て
し
ま
っ
た
。

　「
預
か
り
金
だ
ろ
う
と
引
当
金
だ
ろ
う
と

い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
議
論
は
あ
る
だ

ろ
う
。
引
当
金
を
正
味
残
っ
て
い
る
未
回
収

の
商
品
券
部
分
で
計
上
す
れ
ば
、
こ
れ
は
い

い
。
し
か
し
税
法
に
則
っ
た
引
当
金
と
し
て

認
め
ら
れ
る
の
は
過
去
４
年
間
の
未
回
収
分

だ
け
。
実
際
に
は
５
年
以
上
前
に
発
行
し
た

分
の
未
回
収
分
も
返
っ
て
く
る
（
有
効
期
間

が
無
期
限
の
場
合
）。と
い
う
こ
と
は
、現
実

の
負
債
よ
り
、
帳
簿
上
の
負
債
が
少
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
。
そ
ん
な
貸
借
対
照
表
を
ベ

ー
ス
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
を
立
て
る

の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
。
未
回
収
分
の
引
当
金
処

理
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
大
問
題
を
抱
え
て

い
る
。元
の
預
か
り
金
処
理
に
戻
す
べ
き
だ
。

　　
未
回
収
は
預
か
り
金
と
し
、

　
一
定
期
間
後
消
却

　
こ
の
場
合
、「
10
年
も
20
年
も
前
の
預
か

り
金
を
ず
っ
と
残
す
の
か
」
と
い
う
問
題
が

あ
る
が
、「
あ
る
期
間
（
例
え
ば
、
回
収
分
が

全
体
の
１
％
以
下
に
な
っ
た
年
ま
で
）
が
経

過
し
た
ら
消
却
す
る
」
こ
と
に
す
る
。
こ
の

期
間
は
各
会
が
回
収
状
況
な
ど
の
実
情
に
応

じ
て
決
め
れ
ば
ば
い
い
。

　
年
度
別
回
収
状
況
を
知
る
に
は
ス
タ
ン
プ

の
色
を
毎
年
変
え
る
と
か
、
年
度
を
印
刷
し

抜
き
取
り
調
査
を
す
れ
ば
い
い
。

　
こ
の
消
却
は
所
得
に
一
切
計
上
し
な
い
。

な
お
か
つ
債
務
を
認
識
す
る
と
い
う
処
理
方

法
だ
。
こ
れ
は
税
務
申
告
上
の
問
題
で
、
会

計
帳
簿
に
は
一
切
影
響
し
な
い
と
い
う
頑
と

し
た
姿
勢
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。

　国
税
庁
も
預
か
り
金
方
式

を
否
定
は
し
て
い
な
い

　
税
法
は
上
位
法
律
の
商
法
に
基
づ
く
会
計

基
準
に
口
出
し
を
す
る
立
場
に
な
い
。
し
か

も
、
こ
の
問
題
は
税
法
で
は
な
く
通
達
で
ふ

れ
て
い
る
だ
け
。
通
達
と
は
行
政
間
の
内
部

文
書
で
法
的
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な

い
。
つ
ま
り
、
必
ず
し
も
通
達
通
り
に
会
計

処
理
を
し
な
く
て
も
い
い
。
し
か
も
、
国
の

担
当
者
も
「
従
来
の
預
か
り
金
方
式
に
も
合

理
性
は
あ
る
」
と
認
め
て
い
る
。
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利
益
を
生
み
、
払
う
べ
き
税

金
は
払
う
と
い
う
発
想
を

　
法
人
税
と
い
う
の
は
利
益
に
対
し
て
課
税

さ
れ
る
も
の
で
、
利
益
が
な
け
れ
ば
資
金
シ

ョ
ー
ト
す
る
の
は
わ
か
り
き
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
、「
法
人
税
を
払
わ
な
い
た
め
に
ど
う

す
る
か
」
と
い
う
発
想
は
誤
り
。
も
し
法
人

税
が
課
税
さ
れ
た
ら
喜
ん
で
払
う
。
そ
の

１
・
５
倍
く
ら
い
の
資
金
が
そ
れ
に
よ
り
自

己
留
保
金
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
わ
け
だ
か

ら
。
無
駄
な
法
人
税
を
払
う
必
要
は
な
い

が
。
法
人
税
を
払
わ
な
け
れ
ば
絶
対
に
企

業
は
安
定
し
な
い
。

8『せたがやスタ研ニュース』41号●2004.3.20

桜
新
町
振
組
の
環
境
に
や
さ
し
い
商
店
街
づ
く
り

推
進
力
は
女
性
部

環
境

　
桜
新
町
振
組
が
「
環
境
に
や
さ
し
い
商
店

街
」
活
動
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
、
区
の

「
01
年
度
商
店
街
等
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
支
援
事
業
」
の
重
点
モ
デ
ル
活
動
指

定
を
受
け
て
か
ら
。
生
ご
み
回
収
と
堆
肥
化

な
ど
日
常
的
な
活
動
を
継
続
し
、
ま
た
買
い

物
袋
や
容
器
持
参
者
に
は
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
を
す
る
な
ど
で
、
来
街
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
販

促
に
つ
な
げ
る
工
夫
を
し
て
い
る
の
が
大
き

な
特
徴
。

　
今
年
２
月
に
は
、ス
タ
研
で
知
り
合
っ
た
立

川
市
商
連
女
性
部
の
視
察
団
約
30
人
が
桜
新

町
を
訪
れ
、
情
報
交
換
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
こ
の
４
月
18
日
に
予
定
し
て
い
る
さ
く
ら

ま
つ
り
で
も
、
エ
コ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
生

ご
み
肥
料
を
進
呈
す
る
と
共
に
Ｐ
Ｒ
を
す
る
。

　
同
振
組
で
の
エ
コ
活
動
は
女
性

部
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。具
体
的

に
は
、年
数
回
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
準

備
・
出
展
、
常
時
実
施
し
て
い
る
生

ご
み
回
収
機
の
管
理
と
肥
料
化
な

ど
に
役
員
数
人
が
動
い
て
い
る
。

　
部
長
の
三
留
恵
子
さ
ん
は
、「
す

ぐ
に
各
店
の
売
り
上
げ
に
つ
な
が

る
と
い
う
事
業
で
は
な
い
が
、継
続

す
る
こ
と
で
多
く
の
店
や
住
民
の

方
々
に
エ
コ
の
意
識
が
浸
透
し
、そ

れ
が
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。反

応
が
な
い
と
さ
み
し
く
な
る
こ
と

も
あ
る
が
、楽
し
み
な
が
ら
や
る
よ

う
に
努
め
て
い
る
」
と
言
う
。

（
昨
年
10
月
の
ス
タ
研
全
体
会
で
の
報
告
等
よ
り
）

桜新町商店街各店舗のエコへの取り組みを紹介している「エコロジー探検マップ」
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区
内
各
地
に
広
が
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
地
域
通
貨

﹇
桜
新
町
振
組
の
エ
コ
活
動
﹈

・
01
年
10
月
〜
１
年
間
　
家
庭
用
生
ご
み
処

理
機
を
事
務
所
に
試
験
的
に
設
置
。

・
01
年
11
月
〜
１
年
間
　
空
き
缶
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
商
店
会
事
務
所
前
に
設
置
。
イ
ベ
ン

ト
時
に
は
空
き
缶
プ
レ
ス
機
を
会
場
に
設
置

し
、
回
収
及
び
Ｐ
Ｒ
。
回
収
し
た
空
き
缶
は

近
所
の
資
源
再
利
用
団
体
に
寄
付
。

・
02
年
３
月
〜
　
特
製
買
い
物
袋
（
チ
ェ
リ

ー
バ
ッ
グ
）
を
作
成
し
、
満
点
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
（
５
０
０
円
分
）
と
交
換
、
持
参
者
に

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
。

・
03
年
２
月
〜
　
区
か
ら
貸
与
さ
れ
た
業
務

用
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
、
地
域
住
民
か
ら

持
ち
寄
っ
て
も
ら
っ
た
生
ご
み
を
乾
燥
さ

せ
、
近
く
の
東
京
農
大
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
セ

ン
タ
ー
で
堆
肥
と
し
て
も
ら
い
、
近
隣
の
住

民
及
び
交
流
し
て
い
る
青
森
や
兵
庫
の
農
家

に
進
呈
。
そ
れ
ら
の
農
家
か
ら
り
ん
ご
や
き

ゅ
う
り
を
購
入
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
抽
選
会
な
ど
で
、
そ
の
こ
と
を
説
明

し
な
が
ら
配
布
。

・
03
年
10
月
　
商
店
会
＆
各
店
の
エ
コ
へ
の

取
り
組
み
を
説
明
し
た
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
探
検

マ
ッ
プ
」
５
０
０
０
部
を
、
法
政
大
学
の
研

究
室
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
こ
ひ
ろ
ば
の
協
力
を
得
て

作
成
、
配
布
。

＊
こ
の
ほ
か
、01
年
度
か
ら
03
年
度
ま
で
に

振
組
組
合
員
及
び
地
域
住
民
と
合
同
の
勉
強

会
を
数
回
実
施
し
て
い
る
。

◆
月
１
回
の
清
掃
作
戦
で
ご
み
激
減
│

　
エ
コ
ダ
イ
ヤ
（
昨
年
12
月
の
ス
タ
研
全

　
体
会
で
の
報
告
よ
り
）

　
昨
年
２
月
に
行
わ
れ
た
烏
山
ク
リ
ー
ン
・

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
（
い
い
・
こ
み
ゅ
に
て
い

世
田
谷
、
東
商
と
の
共
同
実
験
）
を
皮
切
り

に
区
内
各
地
で
住
民
主
体
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
烏
山
で
は
、「
こ
の
活
動
は
続
け
た
い
」と

い
う
大
作
戦
参
加
者
を
中
心
に
「
ス
ク
ラ
ム

烏
山
」
と
い
う
組
織
を
つ
く
り
、
昨
年
７
月

か
ら
毎
月
第
１
日
曜
の
午
前
に
京
王
線
烏
山

駅
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
継
続
し
て
い
る
。

　
参
加
者
は
毎
月
50
〜
60
人
。
高
齢
者
、
主

婦
、
会
社
員
、
大
学
生
、
高
校
生
な
ど
職
業

も
年
代
も
様
々
。
ス
ク
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

る
団
体
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
商
店
街
の
街
頭

放
送
な
ど
で
知
っ
た
と
い
う
家
族
連
れ
や
個

人
も
参
加
し
て
い
る
。

　
継
続
の
力
は
大
き
い
。
こ
の
活
動
の
話
が

広
が
っ
た
た
め
か
、
た
ば
こ
や
空
き
缶
な
ど

の
ポ
イ
捨
て
を
す
る
人
も
減
っ
て
き
た
。
こ

の
た
め
３
月
か
ら
は
、
清
掃
と
花
整
備
の
２

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
活
動
し
て
い
る
。

　
参
加
者
に
は
、「
感
謝
の
気
持
ち
」
と
し

て
、
烏
山
地
区
の
ダ
イ
ヤ
ス
タ
ン
プ
加
盟
店

で
使
え
る
エ
コ
ダ
イ
ヤ
10
枚（
１
枚
50
円
相

当
分
）
を
進
呈
し
て
い
る
。
こ
の
経
費
は
烏

山
駅
前
通
り
振
組
で
負
担
し
て
い
る
。
商
店

街
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
同
士
の
助
け
合
い

に
も
利
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
メ
ン
バ
ー
ら

は
期
待
し
て
い
る
。

　◆
世
田
谷
線
沿
線
の
各
拠
点
で
「
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
」＆「
せ
た
が
や
ポ
イ
ン
ト
」

　
２
月
11
日
に
、
三
軒
茶
屋
、
世
田
谷
、
松

陰
神
社
、
下
高
井
戸
な
ど
世
田
谷
線
沿
線
各

駅
の
商
店
街
で
、「
い
い
・
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
世

田
谷
」の
支
援
を
得
て
、「
駅
と
商
店
街
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
ト
│
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
が
展
開

さ
れ
た
。

　
こ
の
「
大
作
戦
」
の
告
知
は
、
世
田
谷
線

ポ
ス
タ
ー
、「
か
わ
ら
ば
ん
」と
い
う
情
報
紙

（
商
店
街
・
商
店
の
情
報
も
掲
載
さ
れ
る
も

の
で
、
駅
や
協
力
店
に
置
く
）
や
Ｈ
Ｐ
な
ど

で
実
施
。

写真上・世田谷線駅と商店街のコラボ
レート『クリーン大作戦』のポスター

地域貢献・清掃活動として世田谷
線沿線の各拠点でいっせいに掃除
が行なわれた（写真上は下高井戸、
写真右は松陰神社通りの受付所）



運
営
委
員
会
予
定

日
時
　
30
日
（
火
）
午
後
８
時
半
〜
10
時

場
所
　
し
ゃ
れ
な
あ
ど
３
階
教
室

﹇
議
事
﹈

１
・
今
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算

２
・
新
年
度
の
体
制
、
事
業
計
画
、
予
算

全
体
会
報
告

日
時
　
11
日
（
木
）
午
後
８
時
半
〜
10
時
半

場
所
　
し
ゃ
れ
な
あ
ど
３
階
教
室

出
席
　
14
名

＊
ゲ
ス
ト
と
し
て
岡
野
正
巳
（
大
阪
市
十

三
・
ど
ん
と
こ
い
ス
タ
ン
プ
会
代
表
）、三
橋

重
昭
（
商
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
タ
ウ
ン
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
両
氏
が
参
加
。

【
議
事
】

１
・
ス
タ
研
加
盟
商
店
会
実
態
調
査
中
間
報

告
（
荻
野
、
岩
切
氏
）（
骨
子
別
掲
）

２
・
三
橋
氏
か
ら
、
消
費
税
問
題
に
つ
い
て

説
明

３
・
岡
野
氏
か
ら
、
ど
ん
と
こ
い
ス
タ
ン
プ

会
に
つ
い
て
報
告

４
・
情
報
交
換

　
世
田
谷
線
沿
線
の
３
商
店
会
（
世
田
谷
三

栄
会
、
下
高
井
戸
、
松
陰
神
社
通
り
）
が
同

時
に
開
催
し
た
「
せ
た
が
や
ポ
イ
ン
ト
」
に

つ
い
て
、「
い
い
・
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
世
田
谷
」

の
藤
井
氏
が
報
告
。
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３
月

３
月

　
都
合
の
つ
か
な
か
っ
た
１
商
店
会
を
除
く

25
商
店
会
と
羽
衣
振
組
に
つ
い
て
聞
き
取
り

調
査
。

　
調
査
は
ス
タ
研
事
務
局
担
当
の（
有
）
パ
ル

フ
レ
ッ
ク
ス
が
担
当
。

　
加
盟
全
商
店
会
を
訪
れ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

た
の
は
今
回
が
初
め
て
。

　
調
査
に
当
た
っ
た
荻
野
、
岩
切
両
氏
の

話
。

・
皆
さ
ん
、
非
常
に
協
力
的
で
ス
タ
ン
プ
発

行
状
況
や
台
紙
、
ス
タ
ン
プ
、
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
、
チ
ラ
シ
等
の
資
料
も
提
供
し
て
く
れ

た
。
改
め
て
感
謝
し
た
い
。

・
実
際
に
回
っ
て
み
る
と
、
売
り
出
し
・
イ

ベ
ン
ト
企
画
や
こ
れ
ま
で
知
ら
な
い
こ
と
が

ず
い
ぶ
ん
と
あ
っ
た
。

・
た
だ
、
景
況
は
厳
し
く
、
加
盟
店
の
減
少
、

売
り
出
し
の
減
少
に
悩
む
会
が
大
半
だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
伸
び
て
い
る
会
が
２
つ
あ
っ

た
。

・「
ほ
か
の
会
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
か
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
希
望
が
非
常

に
多
か
っ
た
。

　
―
―
な
ど
。

＊
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
発
表
す

る
報
告
会
は
５
月
ま
で
に
開
催
す
る
。

ス
タ
研
加
盟
商
店
会
実
態
調
査
の

中
間
報
告

　
ス
タ
研
共
同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
電
話
一
本
で

ホ
テ
ル
飲
食
店
や
旅
行
、
映
画
等
の
チ
ケ
ッ

ト
や
パ
ン
フ
な
ど
を
入
手
で
き
、
支
払
い
は

消
費
者
が
使
っ
た
後
で
よ
く
、
無
駄
が
あ
り

ま
せ
ん
。
交
換
す
る
台
紙
冊
数
は
各
会
が
自

由
に
決
め
ら
れ
る
と
い
う
便
利
な
仕
組
み
で

す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
単
会
で
直
接
、
注
文
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
初
め
て
注
文
す
る

場
合
は
必
ず
ス
タ
研
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
現
メ
ニ
ュ
ー
以
外
で
も
ご
希

望
が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

＊
ホ
テ
ル
食
事
券
は
京
王
プ
ラ
ザ
以
外
は
改

装
な
ど
で
中
断
中
で
す
。詳
細
は
事
務
局
へ
。

活
用
し
よ
う
！
ス
タ
研
共
同
チ
ケ
ッ
ト

ス
タ
研
Ｍ
Ｌ
へ
の
加
入
申
込
は
事
務
局
へ

　
ニ
ュ
ー
ス
・
話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本

紙
編
集
部
、⑰
商
店
街
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

�
連
絡
先
は
１
頁
題
字
横

ニ
ュ
ー
ス
・
投
稿
歓
迎

『
ス
タ
研
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
Ｈ
Ｐ
で

　『
ス
タ
研
』
１
号
か
ら
最
新
号
ま
で
の
内

容
が
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
も
こ
こ
か
ら
ご
回
答
い
た
だ

け
ま
す
。

　http://w
w
w
2d.biglobe.ne.jp/̃icc/

　setagaya/sutaken/sutaken01.htm
l

　
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
に
、

ス
タ
研
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
Ｍ
Ｌ
）
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
入
会
金
や
会
費
な
ど
は
不
要
で
す
。

　
商
店
会
名
と
担
当
者
名
を
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

　iw
akiri@

palflex.co.jp

　
参
加
者
は
３
１
３
人
で
、
全
員
に
「
市
民

生
活
と
地
域
振
興
の
た
め
の
地
域
通
貨
・
せ

た
が
や
ポ
イ
ン
ト
」10
枚（
５
０
０
円
分
）を

進
呈
し
た
。

　「
せ
た
が
や
ポ
イ
ン
ト
」は
、助
け
合
い
に

使
う
ほ
か
、
各
地
区
の
協
力
店
で
使
え
る
地

域
通
貨
。
大
き
さ
や
利
用
価
値
は
烏
山
の
エ

コ
ダ
イ
ヤ
を
参
考
に
し
た
。
た
だ
、
こ
ち
ら

は
実
験
と
い
う
こ
と
で
、
有
効
期
限
は
３
月

10
日
ま
で
。

　
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
協
力
店
に
買
っ
て
も
ら

っ
た
こ
と
も
特
徴
。
半
分
は
東
急
電
鉄
が
買

い
取
り
。
協
力
店
に
と
っ
て
自
店
で
使
わ
れ

る
保
証
は
な
い
が
、
地
域
活
性
化
の
活
動
に

参
加
し
て
い
る
店
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
前
述
し
た
「
か
わ
ら

ば
ん
」
に
紹
介
さ
れ
る
。

　
今
回
、
参
加
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

し
た
が
、「
い
い
・
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
世
田
谷
」

で
は
、
そ
の
結
果
を
元
に
新
年
度
の
方
針
を

決
め
る
。


